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たのです。植物たちが必死

の思いで光を得ようとずっと

努力を続け、その最終形で

ある小さな白い花を燦々と

咲かせていたのにその存在

にずっと気付けなかったので

す。今回の花のように、私た

ちの周りにはたくさんの小さ

な幸せが咲き誇っていると思

います。またあの花のように

毎日コツコツと頑張っている

人もたくさんいると思いま

す。毎日の生活から少しだ

け立ち止まってよーく見てみ

て下さい。きっといつもと違う

何かに気付くはずです。私

のこの小さな白い花と同じよ

うに…。そんな幸せにたくさ

ん気づけるといいな～ 

先日、会社の携帯電話が

ガラケーからスマホにな

りました。嬉しい反面、

悲しさも…。それは操作

方法が全く分からないと

いう事…。スマホに変わ

った日は奥さんと先代は

電話に出る事すら出来ま

せんでした(笑)あれから

数日たちますが、まだメ

ールを開けない・送れな

いという声が…。これも

時代の流れだと思って、

頑張って勉強して下さい

ね！でもそんな中でも宮

崎さんや前田さんは着信

音を変えてあげたり、メ

ールを登録してあげたり

してあげていました。み

んな優しくて良かったで

すね！(笑) 

今月の 

格

言

！
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成長してきます。ましてや、

完全にアスファルトに埋め尽

くされ、光なんてない所から

でもアスファルトを押しのけ、

強引に伸びてきます。その

強さと根性が好きなのです。

更には先程のように花まで

咲かせている姿を見ると、思

わず立ち止まって、この子た

ちの成長の過程と努力を想

像せずにはいられません。

そして最後にこんな花を咲

かせ、人に僅かながら幸せ

を届けてくれる…。すごいと

思いませんか？ひとしきり感

動した後は「よーし、私も負

けてられないぞ！」という気

持ちにもさせてくれます。以

前、何かの本で「幸せはなる

ものではなく、気づくもので

す」と書かれていたのを思い

出しました。そうなんです、

私たちは幸せに気づいてい

ないだけなんです。今回の

花も毎日通っていた道です

し、花たちはずっと咲いてい

ました。でも私たちはそれに

気づきもしないで過ごしてい

ある日、来店されたお客様

から「この絵は売っているの

？」と聞かれました。お店に

は格言や絵が描かれた物が

たくさん置いてあります。こ

れはお客さんでもある近藤

正隆さんから頂いたもので

す。定期的に作品を寄贈し

ていただけるので、それをお

店に飾っています。その一つ

が今回の絵でした。桜の描

かれたはがきサイズの絵で

私も気にいっていたので、額

に入れて飾っていました。そ

のお客様は大変気に入って

いる様子でしたので、そのま

ま差し上げる事にしました。

そのお客様も大変喜ばれた

いました。こんなに喜んでい

ただけたなら、きっとこの絵

を描いて頂いた近藤さんも、

喜んでいる事と思います。こ

うやって色々なお客様と繋

がることが出来て、私達も嬉

しく思います。今回のように

私達を通じて、見知らぬお客

様同士が繋がって、しかも笑

顔になっていただけるなんて

すごく素敵な事ですね！また

次回近藤さんにお会いする

時があったら、今回の事をお

話しさせていただきますね！

たぶん、嬉しくて作品の数が

増える事になると思います 

(笑) 
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         （ペレ） 

 

ペレって知ってます？サッカー 

の王様です。仕事も競技と 

同じで、どれだけ練習したか、 

準備したか、イメージしたかが 

とても大切だと思います。成功 

するには必ず理由があります 
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先日、会社近くのゴミ拾いを

していた時の事です。道路

脇のアスファルトから小さな

花が咲いていました。花の

名前はわかりませんが、親

指位の小さな白い花が元気

に咲いていました。毎日車で

通っていた道なのに、こんな

花が咲いていたことを初め

て知りました。いや、逆に車

で通っていたからこそ気付か

なかったのかもしれません。

車は移動手段としては大変

便利な乗り物です。今の時

代、なくてはならない道具の

一つです。でもそれに頼りす

ぎてしまったせいで、身の回

りの小さな幸せを見落として

しまっていたのです。私は今

回の花のようにアスファルト

から必死に伸びている草や

花が好きです。どんなに力

自慢の人でも人間がアス

ファルトをこじ開ける事なん

てできません。なのに、あの

小さな体の植物たちはわず

かな隙間から少しでも多くの

光を取り入れようと、必死で

小さな幸せ小さな幸せ小さな幸せ小さな幸せ    


